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～今年は製造業に注目～

初めに

明けましておめでとうございます。遅くなりましたが、新年初のウィークリーレポートです。
本年もよろしくお願いします。

日経平均は大発会でいきなり急落し、ヒヤリとさせられましたが、その後は方向性のない状
況が続いています。投資家の多くは様子見との考え方だと思いますが、自分はそうは思ってい
ません。今年の日本株は大幅上昇と見ており、現在の状況は買いチャンスと考えています。今
回は、そう考える理由についてお話しします。

設備投資は上方修正

昨年12月に発表された日本経済新聞社の設備投資動向調査では、全産業の投資額が前年比
25.1％増となり、4月調査から上方修正されました。自動車の設備投資が全体を押し上げたほ
か、精密機械や半導体関連も投資増が目立った、とのことです。先に述べたように、現在、多
くの投資家は株式に弱気まではいかなくてもそれほど強気ではないと見ているようですが、そ
の一方で、設備投資動向調査の結果を見ると経営者は将来の業績に強気の考えだと思います。
これが、自分が株式投資に強気に考えている一番の理由です。

各社が競って設備投資を積み上げているのは、現在が科学技術・政治など様々な点で転換期
にあり、それに対応するために設備投資が不可欠ということだと思います。自動車を例にとる
と、みなさんご存知のように、ガソリン車からEVへの転換は既に規定事実となっています。ま
た、自動車そのものについても単なる輸送手段というだけでなく、くつろげる場所というニー
ズも高まってくるかもしれません。

京セラは半導体に大型投資

そうした中、昨年一時減少した半導体などへの需要が今年盛り返すことは間違いないでしょ
う。京セラは半導体の分野で1兆3千憶円の設備投資を発表しました。この巨額投資はそれだけ
自信があることを示したものと、自分は解釈しています。

ソニーは宇宙へ進出

地球を越え宇宙へ飛び出したのがソニーです。宇宙から地球や星を撮影する超小型の人工衛
星の打ち上げに成功しました。衛星に積んだカメラで地球を撮影できるサービスを今春から始
める予定です。

安全保障分野にも注目

ウクライナでの戦争は続いており、中国による台湾への圧力もまだ続きそうです。日本でも
安全保障に関する議論が高まっています。今年の株式市場でも安全保障関連は注目されると見
ています。


